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女川原子力発電所の状況（平成２４年１月分） 

 

女川原子力発電所１～３号機は、東北地方太平洋沖地震により原子炉が設計どおり自

動停止しました。 

現在、設備の点検等を実施しております。 

女川原子力発電所の状況については、以下のとおりです。 

 

１．定期検査の実施状況 

（１）女川原子力発電所１号機 

  女川原子力発電所１号機は、平成２３年９月１０日より第２０回定期検査を実施し

ております。 

 （添付－１ 女川原子力発電所１号機  第２０回定期検査  主要点検工程表  参照） 

 

（２）女川原子力発電所２号機 

女川原子力発電所２号機は、平成２２年１１月６日より第１１回定期検査を実施し

ております。 

平成２４年１月３１日現在、主な作業として蒸気タービンの点検および復水器細管

の点検等を行っております。 

（添付－２ 女川原子力発電所２号機  第１１回定期検査  主要点検工程表  参照） 

ａ．主要機器の点検状況 

  主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（ａ）復水器細管の点検 

約２７，０００本ある復水器細管全数について点検を行っております。 

 

（３）女川原子力発電所３号機 

女川原子力発電所３号機は、平成２３年９月１０日より第７回定期検査を実施して

おります。 

 平成２４年１月３１日現在、主な作業として蒸気タービンの点検および配管減肉に

係る検査等を行っております。 

（添付－３ 女川原子力発電所３号機  第７回定期検査  主要点検工程表  参照） 

別 紙  
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ａ．主要機器の点検状況  

主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（ａ）配管減肉に係る検査 

原子炉系およびタービン系の配管約９３０箇所について、肉厚測定検査を実施

しております。 

（ｂ）炉心シュラウドの点検 

炉心シュラウドの周方向溶接継手部について、外観点検およびその後詳細な評

価を実施し、異常がないことを確認しました。 

（ｃ）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管の溶接継手部について、超音波探傷検査およびその後詳細

な評価を実施し、異常がないことを確認しました。 

 

（４）定期検査に係るトラブルに該当しないひび、傷等の状況について 

ａ．平成２４年１月の主要機器の点検状況は、以下のとおりです。 

（ａ）１号機 

トラブルに該当しない「ひび」、「傷」等の軽度な事象はありませんでした。 

（ｂ）２号機 

トラブルに該当しない「ひび」、「傷」等の軽度な事象として１件が確認され 

ております。（詳細については、添付－４参照） 

（ｃ）３号機 

トラブルに該当しない「ひび」、「傷」等の軽度な事象として２件が確認され 

ております。（詳細については、添付－４参照） 

 

２．地震および津波による発電所主要設備への軽微な被害の対応状況 

主要設備への軽微な被害として、これまでにお知らせしていた６１件から新たな追加

はありません。また、今回新たに１件（２号機起動用変圧器放熱器油漏れ）が復旧し、

計６１件のうち３４件の対応が完了しております。 

（添付－５ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害状況リスト 参照） 

（添付－６ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 参照） 
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３．その他 

（１）女川原子力発電所３号機 漏えい燃料の詳細調査 

  漏えいが確認された燃料集合体について、水中テレビカメラによる外観調査を実施

した結果、腐食や損傷は認められませんでした。また、当該燃料集合体について超音

波を用いた調査を実施したところ、燃料棒１本に漏えいが確認されました。さらに、

ファイバースコープによる調査を実施した結果、被覆管表面に漏えいの特徴を示す微

小な脹らみが確認されました。 

漏えいが確認された燃料集合体は、再使用せず、使用済燃料として扱うこととして

おります。 

（添付－７ 漏えい燃料集合体の詳細調査 参照） 

 

以 上 



女川原子力発電所１号機　第２０回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２３年９月 平成２３年１０月 平成２３年１１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82

定期検査開始

▼

冷温停止

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

－
 
4
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

添
付
－
１



年　月 平成２３年１２月 平成２４年１月 平成２４年２月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

延    日 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144

冷温停止

－
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－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備



女川原子力発電所２号機　第１１回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２２年１１月 平成２２年１２月 平成２３年１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

定期検査開始

▼

原子炉開放 プロセス計算機更新工事

燃料取出 燃料装荷

原子炉開放 出力領域モニタ取替 炉内ISI 原子炉再開放

制御棒取替 原子炉仮復旧

燃料取扱装置機能検査 燃料取出 燃料装荷

主蒸気隔離弁分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

71717171

6666

電 気 設 備

そ の 他

6666

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6666

－
 
6
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

添
付

－
２



年　月 平成２３年２月 平成２３年３月 平成２３年４月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176

原子炉起動，同日地震により自動停止

▼

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査 系統構成

燃料装荷 原子炉復旧 原子炉格納容器復旧 起動前試験 冷温停止

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査

原子炉復旧 原子炉格納容器復旧

燃料装荷

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

10101010

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6666 5555

－
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主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

33336666

5555

2222

6666



年　月 平成２３年５月 平成２３年６月 平成２３年７月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189 190 191 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260 261 262 263 264 265 266 267 268

冷温停止

－
 
8
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主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備



年　月 平成２３年８月 平成２３年９月 平成２３年１０月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 269 270 271 272 273 274 275 276 277 278 279 280 281 282 283 284 285 286 287 288 289 290 291 292 293 294 295 296 297 298 299 300 301 302 303 304 305 306 307 308 309 310 311 312 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 326 327 328 329 330 331 332 333 334 335 336 337 338 339 340 341 342 343 344 345 346 347 348 349 350 351 352 353 354 355 356 357 358 359 360

原子炉開放

冷温停止

原子炉開放

燃料取扱装置点検 使用済燃料プール内異物除去作業，使用済燃料貯蔵ラック点検 使用済燃料プール内異物除去作業，使用済燃料貯蔵ラック点検

Ｒ／Ｂ天井クレーン点検

原子炉再循環ポンプ分解点検

エリア・プロセス放射線モニタ点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

蒸気タービン点検・復水器点検

主変圧器，起動変圧器点検

6666

－
 
9
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備



年　月 平成２３年１１月 平成２３年１２月 平成２４年１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 361 362 363 364 365 366 367 368 369 370 371 372 373 374 375 376 377 378 379 380 381 382 383 384 385 386 387 388 389 390 391 392 393 394 395 396 397 398 399 400 401 402 403 404 405 406 407 408 409 410 411 412 413 414 415 416 417 418 419 420 421 422 423 424 425 426 427 428 429 430 431 432 433 434 435 436 437 438 439 440 441 442 443 444 445 446 447 448 449 450 451 452

原子炉開放 使用済燃料プール内異物除去作業，使用済燃料貯蔵ラック点検 炉内構造物点検Ⅱ 炉内点検準備

6666

炉内構造物点検Ⅰ 燃料取出 蒸気タービン点検

原子炉開放 炉内構造物点検Ⅱ 炉内点検準備

炉内構造物点検Ⅰ

使用済燃料プール内異物除去作業，使用済燃料貯蔵ラック点検

燃料取出

原子炉再循環ポンプ分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセス放射線モニタ点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検

主変圧器，起動変圧器点検

計 測 制 御 系 統 設 備

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

31313131

7.57.57.57.5

10.510.510.510.5

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

3333

－
 
1
0
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設



女川原子力発電所３号機　第７回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２３年９月 平成２３年１０月 平成２３年１１月

日 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82

定期検査開始

▼

原子炉開放 燃料集合体シッピング検査 炉内構造物点検Ⅱ 炉内構造物点検Ⅲ 炉心シュラウド点検 Ｎ２ﾉｽﾞﾙ洗浄

炉内構造物点検Ⅰ 燃料取出 炉内点検準備 制御棒点検 炉内ＩＳＩ 出力領域モニタ取替

原子炉開放 炉内構造物点検Ⅱ 炉内構造物点検Ⅲ 炉心シュラウド点検 Ｎ２ﾉｽﾞﾙ洗浄

炉内構造物点検Ⅰ 炉内点検準備 制御棒点検 炉内ＩＳＩ 出力領域モニタ取替

燃料集合体シッピング検査

燃料取出

主蒸気隔離弁点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセス放射線モニタ点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検

発電機点検・変圧器点検

クラス１機器供用期間中検査

4444

202020203333

16161616

6666

10101010

6666

8888

4444

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

4444

19191919

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

6666

－
 
1
1
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

添
付

－
３



年　月 平成２３年１２月 平成２４年１月 平成２４年２月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

延    日 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144

制御棒取替

出力領域モニタ点検 蒸気タービン点検

制御棒取替

出力領域モニタ点検

主蒸気隔離弁点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセス放射線モニタ点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検

発電機点検・変圧器点検

クラス１機器供用期間中検査

8888

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

20202020

－
 
1
2
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備
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女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所２２２２号機号機号機号機    主要機器点検情報主要機器点検情報主要機器点検情報主要機器点検情報（（（（平成平成平成平成２２２２４４４４年年年年１１１１月月月月分分分分）））） 

設備名 

設備 

区分 

実施内容 

検査 

区分 

概     要 

原子炉補機冷却

海水系ポンプ 

○ 分解点検 点 

・ 原子炉補機冷却海水系ポンプ（Ｃ）（以下、「当該ポンプ」

という。）の分解点検を実施したところ、４分割されてい

るポンプシャフトの１本に、管理値をわずかに超える振れ

（管理値０．１２ｍｍ以内に対し、計測値（最大）    

０．２２ｍｍの振れ）を確認しました。 

・ 当該ポンプは、構造的に羽根車と電動機を繋ぐカップリン

グまでの距離が長いことから、運転によるシャフトの回

転・振動・負荷等の影響でシャフトが振れることは想定さ

れている事象です。また、このシャフトの振れによる当該

ポンプの運転への影響はありませんでした。 

・ 当該シャフトについては、振れの調整を行いました。 

・ 今後、当該ポンプを再び組み立てしたのち、試運転により、

動作の確認を行います。 

 （詳細については、個別情報Ｎｏ．１参照）    

 

【設備区分】○：安全上重要な設備（原子炉圧力バウンダリ、原子炉本体、非常用炉心冷却系等） 

  △：それ以外の設備 

【検査区分】定：法令に基づき国または独立行政法人原子力安全基盤機構が実施する定期検査 

  事：法令に基づき当社が実施する定期事業者検査 

      点：保守管理に基づく点検・補修等 

添付－４ 
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女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所３３３３号機号機号機号機    主要機器点検情報主要機器点検情報主要機器点検情報主要機器点検情報（（（（平成平成平成平成２２２２４４４４年年年年１１１１月分月分月分月分）））） 

設備名 

設備 

区分 

実施内容 

検査 

区分 

概     要 

蒸気タービン △ 開放点検 点 ・ 低圧タービン(Ｂ)について、新品の動翼への取替作業を実

施していたところ、取り外し中の第１５段動翼の１枚につ

いて、翼付け根部にき裂を１箇所、破断を１箇所発見しま

した。 

・ このため、他の動翼について点検を実施したところ、   

第１５段の上記と異なるもう１枚の動翼についても、翼付

け根部にき裂を１箇所発見しました。 

・ 現在、本事象の原因、およびその他の動翼の状況について

調査中です。 

 （詳細については、個別情報Ｎｏ．２参照） 

蒸気タービン △ 開放点検 点 ・ 蒸気タービン開放検査において、低圧タービン（Ａ）（Ｂ）

および高圧タービンの溶接部等について浸透探傷検査を実

施したところ、判定基準（線状で長さ１ｍｍ、円形で直径

４ｍｍ）を超える指示模様を、合計で１１７箇所発見しま

した。 

・ 確認された指示模様は、製造過程で内部に生じた気泡等が

蒸気流によって浸食され、表面に現れたものであり、異常

なものではありません。 

・ 今後、指示模様の除去、溶接補修を実施します。 

 （詳細については、個別情報Ｎｏ．３参照） 

 

【設備区分】○：安全上重要な設備（原子炉圧力バウンダリ、原子炉本体、非常用炉心冷却系等） 

  △：それ以外の設備 

【検査区分】定：法令に基づき国または独立行政法人原子力安全基盤機構が実施する定期検査 

  事：法令に基づき当社が実施する定期事業者検査 

      点：保守管理に基づく点検・補修等 
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定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．１   （平成２４年１月分） 

号 機号 機号 機号 機    ２号機 定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査    第１１回定期検査 

件 名件 名件 名件 名    原子炉補機冷却海水系ポンプ（Ｃ）シャフトの振れについて 

月 日月 日月 日月 日    平成２４年１月２５日（水） 発  生 発  見 確  認 

場 所場 所場 所場 所    海水ポンプ室 設 備設 備設 備設 備    

原子炉補機冷却 

海水系ポンプ 

設備区分設備区分設備区分設備区分    安全上重要な設備 

設備概要設備概要設備概要設備概要    

原子炉補機冷却海水系は、原子炉建屋内のポンプ・モータなどの冷却水を海水に

より熱交換して冷却する系統です。 

所 見所 見所 見所 見    

・ 原子炉補機冷却海水系ポンプ（Ｃ）（以下、「当該ポンプ」という。）の分

解点検を実施したところ、４分割されているポンプシャフトの１本に、管理

値

※

をわずかに超える振れ（管理値０．１２ｍｍ以内に対し、計測値（最大）

０．２２ｍｍの振れ）を確認しました（１月２５日）。 

・ 当該ポンプは、構造的に羽根車と電動機を繋ぐカップリングまでの距離が長

いことから、運転によるシャフトの回転・振動・負荷等の影響でシャフトが

振れることは想定されている事象です。また、このシャフトの振れによる当

該ポンプの運転への影響はありませんでした。 

・ 当該シャフトについては、振れの調整を行いました（１月２５日）。 

・ 今後、当該ポンプを再び組み立てしたのち、試運転により、動作の確認を行

います。 

※ 調整が必要かを判断する目安の値。 

 

原子炉補機冷却海水系ポンプ全体概略図 

 

 

 
 

原子炉補機冷却海水系 系統概略図 

：淡水（放射能を含まない） 

：海水（放射能を含まない） 

原子炉建屋内 

の機器等 

  
   

原子炉補機 

冷却水系ポンプ 

  
  

  
    

   

Ａ 

Ａ Ｃ 

Ａ 

原子炉補機冷却 

海水系ポンプ 

海水 

当該機器 

Ｃ

海へ 

原子炉補機 

冷却水系熱交換器 

Ｃ 

海水 

当該シャフト 全体写真 

シャフト 

軸 受 

羽根車 

カップリング 

吐出側 

吸込側 

約１５ｍ 
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定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．２   （平成２４年１月分） 

号 機号 機号 機号 機    ３号機 定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査    第７回定期検査 

件 名件 名件 名件 名    低圧タービン動翼のき裂について 

月 日月 日月 日月 日    平 成 ２４年 １月 １３日 （金 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所場 所場 所場 所    タービン建屋 設 備設 備設 備設 備    蒸気タービン 設備区分設備区分設備区分設備区分    それ以外の系統 

設備概要設備概要設備概要設備概要    

蒸気タービン設備は、高圧タービン１台と低圧タービン２台で構成されてお

り、原子炉で発生した蒸気でタービンを回して発電機を回転させる設備です。 

所 見所 見所 見所 見    

・ 低圧タービン(Ｂ)について、新品の動翼への取替作業

※

を実施していたとこ

ろ、取り外し中の第１５段動翼の１枚について、翼付け根部にき裂を１箇所、

破断を１箇所発見しました（１月１３日）。 

・ このため、他の動翼について点検を実施したところ、第１５段の上記と異な

るもう１枚の動翼についても、翼付け根部にき裂を１箇所発見しました（１

月２５日）。 

・ 現在、本事象の原因、およびその他の動翼の状況について調査中です。 

 

※ 低圧タービン第９段～１５段動翼については、東北地方太平洋沖地震の影響により軽微 

な接触摩耗が確認されたため、プラントの運転に万全を期すために全数取替する計画と

している。 

 

車軸 動翼 円板 15 段 

9 段 9 段 17 段 17 段 

低圧タービン タービン側 発電機側 

き裂・破断発生状況 き裂発生状況 第１５段動翼外形図 

約 16mm 

約 20mm 

約 7mm 
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定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．３   （平成２４年１月分） 

号 機号 機号 機号 機    ３号機 定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査定 期 検 査    第７回定期検査 

件 名件 名件 名件 名    蒸気タービン車室および隔板、噴口における指示模様について 

月 日月 日月 日月 日    平 成 ２４年 １月 １６日 （月 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所場 所場 所場 所    タービン建屋 設 備設 備設 備設 備    蒸気タービン 設備区分設備区分設備区分設備区分    それ以外の系統 

設備概要設備概要設備概要設備概要    

蒸気タービン設備は、高圧タービン１台と低圧タービン２台で構成されてお

り、原子炉で発生した蒸気でタービンを回して発電機を回転させる設備です。  

所 見所 見所 見所 見    

・ 蒸気タービン開放検査において、低圧タービン（Ａ）（Ｂ）および高圧タービ

ンの溶接部等について浸透探傷検査

※１

を実施したところ、下表のとおり判定

基準（線状で長さ１ｍｍ、円形で直径４ｍｍ）を超える指示模様を、合計で

１１７箇所発見しました（１月１６日）。 

・ 確認された指示模様は、製造過程で内部に生じた気泡等が蒸気流によって浸 

食され、表面に現れたものであり、異常なものではありません。 

・ 今後、指示模様の除去、溶接補修を実施します。 

※ １ 浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用して傷を見つける検査。 

※ ２ ４個以上の円形状指示が直線状に並んでいる状態での全長。 

 

確認箇所 箇 所 数 

指示模様の大きさ 

線状（長さ） 円形（直径） 

低圧 

タービン（A） 

内部車室 ３８ 

約２mm～ 

約５０mm 

約５mm～ 

約１２mm 

外部車室 ２  

約５mm～ 

約８mm 

隔板・噴口 １６ 

約２mm～ 

約１１８mm

※２

 

約６mm 

低圧 

タービン（B） 

内部車室 ２７ 

約１mm～ 

約１５０mm

※２

 

約５mm～ 

約２０mm 

外部車室 ３  

約５mm～ 

約６mm 

隔板・噴口 １５ 

約２mm～ 

約１６mm 

  

高圧 

タービン 

隔板・噴口 １６ 

約６mm～ 

約３９mm 
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タービン概略図 

給水給水給水給水ポンプポンプポンプポンプ    

 

原子炉格納容器内側 

復水復水復水復水ポンプポンプポンプポンプ    

復復復復    水水水水    器器器器    

    

復復復復    水水水水    器器器器    

発電機発電機発電機発電機    

高圧タービン 低圧タービン（Ａ） 

  

車室 

低圧タービン（Ｂ） 
原子炉圧力容器 

 

隔板※ 

内部車室 

外部車室 

※車室に取り付けられている隔板、噴口 

噴口※ 



○平成２３年５月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

1 1号機 原子炉建屋 内 燃料交換機入出力装置の破損

2 1号機 原子炉建屋 内 ほう酸水貯蔵タンク水位指示回路不良 対応済（Ｈ２３．１２）

3 1号機 原子炉建屋 内 主蒸気逃がし安全弁（Ｃ）　位置検出スイッチの接点不良 対応済（Ｈ２３．１２）

4 1号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

5 1号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の外れ

6 1号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷 対応済（Ｈ２３．９）

7,8 1号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流電源系の地絡（計２件発見）

9 1号機 制御建屋 外 モニタリングポスト（チャンネル６）　信号変換器の故障に伴う指示不良 対応済（Ｈ２３．１０）

10 1号機 タービン建屋 内 高圧電源盤しゃ断器の投入不可 対応済（Ｈ２３．６）

11 1号機 タービン建屋 内 母連しゃ断器の制御電源喪失 対応済（Ｈ２３．６）

12～

15

1号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計４件） 対応済（Ｈ２３．６）

16 1号機 屋外 外 １号機放水口モニターの津波による浸水および破損

17 1号機 屋外 外 １号機放水口モニター（試験運用機）の津波による浸水および破損

18,19 2号機 原子炉建屋 内

地下１階電動ステップバック遮へい扉の施錠装置の破損　（計２件発

見）

対応済（Ｈ２３．１０）

20 2号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

21 2号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

22 2号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷 対応済（Ｈ２３．６）

23,24 2号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計２件発見）

25 2号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の基礎の損傷

26～

32

2号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計７件発見） 対応済（Ｈ２３．１１）

33 2号機 屋外 外 ２号機放水口モニターの津波による浸水および破損

34 2号機 屋外 外 起動用変圧器放熱器油漏れ 対応済（Ｈ２４．１）

35 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機の配線ケーブルの脱線 対応済（Ｈ２３．４）

36 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機制御室内の地上操作装置落下 対応済（Ｈ２３．６）

37 3号機 原子炉建屋 内 燃料取替エリア放射線モニタ（A）記録計の指示不良 対応済（Ｈ２３．８）

38 3号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

39 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料プールにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

40 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料キャスクピットにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

41 3号機 原子炉建屋 内 高圧炉心スプレイ系圧力抑制室吸込弁　自動での全開動作不能 対応済（Ｈ２３．６）

42 3号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

43 3号機 原子炉建屋 内 天井クレーン走行部等のすり傷 対応済（Ｈ２３．６）

44～

47

3号機 原子炉建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計４件発見）

48 3号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の浮き上がりについて

49～

51

3号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計３件） 対応済（Ｈ２３．８）

52 3号機 屋外 外 ３号機放水口モニターの津波による浸水および破損

53 共用 屋外 外 牡鹿幹線１号線避雷器の損傷

対応済（Ｈ２３．６）

続報（Ｈ２３．８）

54 共用 屋外 外

当社モニタリングステーション（４局）の停電および伝送回線停止に伴う

欠測

対応済（Ｈ２３．１０）

55 共用 屋外 外 海水温度モニタリング装置の津波による破損に伴う全局欠測

東北地方太平洋沖地震後東北地方太平洋沖地震後東北地方太平洋沖地震後東北地方太平洋沖地震後のののの主要設備主要設備主要設備主要設備へのへのへのへの軽微軽微軽微軽微なななな被害状況被害状況被害状況被害状況リストリストリストリスト

※※※※

添付－５
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○平成２３年６月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

56 3号機 タービン建屋 内 ３号機蒸気タービン動翼の損傷

○平成２３年７月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

57 2号機 タービン建屋 内 ２号機蒸気タービン動翼の損傷

○平成２３年８月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

58 共用 屋外 外 牡鹿幹線２号線避雷器の損傷 対応済（Ｈ２３．８）

○平成２３年９月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

59 ２号機 タービン建屋 外 ２号機タービン建屋外壁のひび割れ

○平成２３年１０月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

60 共用

固体廃棄物

貯蔵所

内 固体廃棄物貯蔵所コンクリート壁の剥離

○平成２３年１１月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

61 ２号機 タービン建屋 内 ２号機蒸気タービン中間軸受箱の基礎ボルト曲がり

※　３．１１地震およびその余震による被害
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 － 21 －

東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．３４    

件 名件 名件 名件 名    起動用変圧器放熱器油漏れ 

場 所場 所場 所場 所    屋外（２号機設備） 設 備設 備設 備設 備    起動用変圧器 

設 備 概 要設 備 概 要設 備 概 要設 備 概 要    

起動用変圧器は、プラント起動、停止および事故時に発電所にて必要となる電力

を、外部電源から受電するための設備です。放熱器は変圧器内部の熱を放熱し、温

度上昇を抑えるための機器です。 

所 見所 見所 見所 見    

・ 平成２３年４月７日の余震後の巡視点検において、起動用変圧器放熱器の数ミリ

程度のき裂による絶縁油の漏れを確認しました（平成２３年４月８日）。 

 

・ 放熱器のき裂について、接着系の補修材にて応急処置を実施し、絶縁油の漏れが

止まったことを確認しました（平成２３年４月８日）。 

 

・ 漏れた絶縁油の量は微量であり、変圧器廻りの防油堤外への漏えいはありません

でした。また、起動用変圧器の使用において絶縁油の量に問題がなかったことか

ら、プラントへの影響はありませんでした。 

対 応 内 容対 応 内 容対 応 内 容対 応 内 容    ・ 放熱器の取替えを行い、復旧を完了しました（平成２４年１月２４日）。 

 

 

    

    

 

          

 

起動変圧器 

放熱器 

放熱器寸法 高さ 約４．５ｍ 

幅  約１．４ｍ 

      奥行 約５．７ｍ 

添付－６ 

防油堤 



 － 22 － 

 

漏えい燃料集合体の詳細調査 

 

 

３号機は定格熱出力一定運転中のところ、平成２２年１２月２７日に、気体廃

棄物処理系の放射性物質濃度のわずかな上昇が認められました。原因として、燃

料棒の一部から原子炉冷却材中への放射性物質の微量な漏えいの可能性が考えら

れたことから、調査を行い、漏えいの可能性がある燃料集合体の位置をほぼ特定

しました。 

なお、本事象による外部への放射能の影響はありません。 

（平成２３年１月１１日お知らせ済み） 

 

５６０体ある原子炉内全ての燃料集合体について、シッピング検査

※１

を実施し

た結果、燃料集合体１体から漏えいがあることを確認しました。 

（平成２３年１０月１１日お知らせ済み） 

 

漏えいが確認された燃料集合体について、水中テレビカメラにより外観調査を

実施した結果、腐食や損傷は認められませんでした。 

当該燃料集合体について、平成２４年１月２１日に超音波を用いて調査を行っ

た結果、燃料棒１本に漏えいが確認されました。 

さらに、平成２４年１月２３日から１月２８日にかけてファイバースコープに

よる調査を実施した結果、漏えいが確認された燃料棒について、被覆管の表面に

おいて微小な膨らみ

※２

が観察されました。 

外観調査、製造記録調査、運転履歴、異物の有無等の確認の結果、異常は認め

られなかったことから、今回の漏えいは、特定の要因に起因するものではなく、

偶発的に発生した漏えいと推定しております。 

しかしながら、過去の漏えい燃料の調査においては異物が確認されており、今

回の漏えいについても異物が原因

※３

である可能性は否定できないことから、これ

まで実施してきた原子炉内へ異物を混入させない対策や異物フィルタ付き燃料集

合体の導入を継続することとしております。 

漏えいが確認された燃料集合体は、再使用せず、使用済燃料として取扱うこと

としております。 

 

 

 

※１ シッピング検査とは、漏えい箇所からわずかに放出される放射性希ガスを

測定することで漏えい燃料集合体を特定する検査。 

 

※２ 漏えい燃料棒に水が浸入することで水素が発生する。被覆管は水素を吸収

することで、表面に膨らみが生じることが知られている。  

 

※３ 過去に発生した漏えいの原因として、燃料棒近傍に確認された微小な異物

が燃料被覆管と繰り返し接触して擦れたものと推定された事象があった。 

添付－７ 



 － 23 － 

 

 

燃料集合体炉内配置図 

上部上部上部上部タイプレートタイプレートタイプレートタイプレート

第第第第７スペーサ７スペーサ７スペーサ７スペーサ

第第第第６スペーサ６スペーサ６スペーサ６スペーサ

第第第第５スペーサ５スペーサ５スペーサ５スペーサ

第第第第４スペーサ４スペーサ４スペーサ４スペーサ

第第第第３スペーサ３スペーサ３スペーサ３スペーサ

第第第第２スペーサ２スペーサ２スペーサ２スペーサ

第第第第１スペーサ１スペーサ１スペーサ１スペーサ

下部下部下部下部タイプレートタイプレートタイプレートタイプレート

（全長約 450cm、ｽﾍﾟｰｻ間約 50cm） 

燃料集合体 断面図 

１０ｍｍ 

燃料集合体 外観図 

Ａ面 

Ｂ

面 

Ｃ面 

Ｄ

面 

１

２

３

４

５

６

７

８

９ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ 

13cm 

ファイバースコープによる 

観察のイメージ図 

■：漏えいを確認した 

燃料集合体の原子 

炉内の装荷位置 

微小微小微小微小なななな    

膨膨膨膨らみらみらみらみ    

10mm10mm10mm10mm    

ファイバースコープの 

挿入方向 

Ａ５ Ｂ５ 

Ａ６ Ｂ６ 

漏えい 

燃料棒 

FS 観察方向 

（上視方向） 

FS 観察方向 

（下視方向） 

微小微小微小微小なななな膨膨膨膨らみらみらみらみ スペーサ 

ファイバー 

スコープ 

漏えい燃料棒 

健全燃料棒 

ウォーターロッド 

ファイバースコープ

観察方向 

チャンネル 

ボックス 

制御棒 

ファイバースコープ映像（上視の例） 




